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解説 下部尿路症状の評価には，妥当性の検証された下部尿路症状質問票を用いることが勧

められる（p. 40，第 2部「A．下部尿路症状とは」参照）．日本で開発された，あるいは

その日本語版の妥当性が検証されたものとしては，国際前立腺症状スコア（Interna-

tional Prostate Symptom Score: IPSS），主要下部尿路症状スコア（Core Lower Urinary

Tract Symptom Score: CLSS）がある．過活動膀胱や尿失禁には，過活動膀胱症状スコ

ア（Overactive Bladder Symptom Score: OABSS），International Consultation on

Incontinence Questionnaire-Short Form（ICIQ-SF）がある．IPSS は男性用に開発され

た質問票であるが，女性の下部尿路症状の評価における妥当性も検証されている1)（p.

40，第 2部「A．下部尿路症状とは」参照)．

下部尿路症状は，患者の自覚的な困窮度・生活の質（quality of life: QOL）と密接に関

係しており2−4)，下部尿路機能障害における重症度の評価，治療選択，治療効果判定にお

ける重要な評価項目である．しかし，下部尿路症状には疾患特異性はなく，その原因の

鑑別診断に用いることはできない．

1998 年以降，信頼性・妥当性が確認された IPPS などの下部尿路症状質問票を用いた

研究において，パーキンソン病（Parkinsonʼs disease:PD）における有意な下部尿路症状

の発症頻度は 27〜39.3％と報告されている5−7)．下部尿路症状は比較的早期から認めら

れ8,9)，その程度と頻度は PD 重症度（Hoehn-Yahr の重症度ステージ）と相関して増加

すると考えられており5,10−12)，Hoehn-Yahr の重症度ステージ 4 以上では 64％の患者が

下部尿路症状で困窮しているという5)．しかし一方では，PD重症度との相関を認めない

との報告もある6,7)．

PD においては蓄尿症状が主な下部尿路症状であるが，蓄尿症状とともに排尿症状を

訴えることがある5−8)．下部尿路症状を訴える PD患者のうち，蓄尿症状単独が 57〜75％

に対して，蓄尿症状と排尿症状の両者を 17〜27％に認める5,6,13)．排尿症状を単独で認め

ることは少ない（6％)5)．

IPSS や ICIQ-SF などの下部尿路症状質問票にて評価された PD 患者の蓄尿症状（過

活動膀胱症状）がボツリヌス毒素膀胱壁内注射や経皮的脛骨神経電気刺激（percutane-

ous tibial nerve stimulation）によって改善したことが報告されている14,15)．
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妥当性の検証された下部尿路症状質問票を用いた評価が推奨される．【推奨グレードA】

パーキンソン病においては下部尿路機能障害に基づく下部尿路症状が高頻度に認めら

れ，その重症度評価，治療選択，治療効果判定において症状質問票が有用であることが

示されている．

Answer

パーキンソン病の下部尿路機能障害の診療において，

下部尿路症状質問票は推奨されるか．
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一般的に，必ずしも蓄尿症状が蓄尿機能障害を，排尿症状が排尿機能障害を反映して

いるわけではない（p. 40，第 2部「A．下部尿路症状とは」参照)16)．しかし，蓄尿症状

は蓄尿期の異常である排尿筋過活動を反映しているとの報告は多い17−19)．また，診断の

確定した比較的均一な患者群においては，下部尿路症状と尿流動態検査所見とは一定の

相関を認める20−23)．PDにおいては，蓄尿症状は最大膀胱容量・初発尿意と相関し，排尿

症状は残尿量と相関するとの報告がある21)．

すなわち，PD においては下部尿路機能障害に基づく下部尿路症状が高頻度に認めら

れ，その重症度評価，治療選択，治療効果判定において妥当性の検証された下部尿路症

状質問票は有用である．

なお，PDの非運動症状（non-motor symptoms）に対する質問票の内，日本語版の妥

当性が証明された Non-Motor Symptoms Scale（NMSS)24)や Scales for Outcomes in

Parkinsonʼs disease（SCOPA-AUT)25)などには下部尿路症状についての質問項目が含ま

れており，下部尿路症状のスクリーニングとして有用かもしれない．
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解説 パーキンソン病（Parkinsonʼs disease:PD）における下部尿路症状は，下部尿路症状質

問票である国際前立腺症状スコア（International Prostate Symptom Score: IPSS）やオ

ランダ前立腺症状スコア（Danish Prostate Symptom Score: Dan-PSS）における QOL

質問項目に影響する1−4)．特に，夜間頻尿，尿意切迫感，頻尿，切迫性尿失禁などの影響

が大きい2,3)．しかし，キング健康質問票（Kingʼs Health Questionnaire: KHQ）など下部

尿路症状の疾患特異的 QOL 質問票を用いて PD の下部尿路症状の QOL に対する影響

について研究した報告はない．

また，PD の疾患特異的 QOL 質問票であるパーキンソン病質問票-39（The Parkin-

sonʼs Disease Questionnaire-39: PDQ-39）などを用いた研究では，下部尿路症状や尿失

禁が PDの疾患重症度などから独立してQOLに影響すると報告されている5−7)．

一般的に，下部尿路症状が包括的QOL（generic QOL）に影響を与えることが知られ

ているが8)，PD における下部尿路症状に限定した包括的 QOL に対する影響を研究した

報告は見当たらない．

下部尿路症状が生命予後に影響することは多くはないが，QOL を損ない日常生活に

影響を与えることが知られている9)．したがって，PDにおける下部尿路症状においても，

QOLを考慮した診療が望まれる．
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下部尿路症状が生活の質（quality of life: QOL）に影響することが知られているおり，

パーキンソン病（Parkinsonʼs disease:PD）における下部尿路症状についてもQOLの

評価が推奨される． 【推奨グレードB】

しかし，PDに限定した下部尿路症状の包括的 QOLへの影響については，これまで研究

がなされていない．

Answer

パーキンソン病の下部尿路機能障害の診療において，

生活の質（QOL）の評価は推奨されるか．
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